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本書について  

本書は、NX7700x/A2010M-60 に搭載された Capacity Optimization (COPT)機能を利用するためのドキ

ュメントです。 

Capacity Optimization (COPT)機能をご利用の際に、ご参照ください。  

 

商標 

EXPRESSSCOPE は日本電気株式会社の登録商標です。 

インテル、Xeon は、アメリカ合衆国およびその他の国における Intel Corporation の商標です。  

 

ご注意  

1. 本書の内容の一部または全部を無断転載することは禁じられています。  

2. 本書の内容に関しては将来予告なしに変更することがあります。  

3. NEC の許可なく複製・改変などを行うことはできません。  

4. 本書は内容について万全を期して作成いたしましたが、万一ご不審な点や誤り、記載漏れなどお 

気づきのことがありましたら、弊社営業担当、または、お買い求めの販売店にご連絡ください。  

5. 運用した結果の影響については 4 項にかかわらず責任を負いかねますのでご了承ください。  

 

用語 

 
CPU ソケット 

インテル® Xeon® プロセッサー E7 ファミリー 1 個のこと。種類に応じて、CPU ソケット 1 個あた

り、15 個、12 個、10 個、8 個または 6 個の CPU コアを搭載している。 

 

CPU コア 

CPU ソケット内に 1 個もしくは複数個搭載された、演算処理などを行う CPU ソケットの中核部。 

インテル® Xeon® プロセッサー E7 ファミリーでは、CPU ソケット 1 個あたり、15 個、12 個、10 個、

8 個または 6 個の CPU コアを搭載している。 
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1 コア有効化キー 

CPU ソケット内に 1 個以上の無効化された CPU コアが存在する場合、それを有効化するためにご購入

いただく製品。 

 

コードワード発行キー 

1 コア有効化キーをご購入された場合に発行される番号。コードワードを入手する際に必要となります。 

 
コードワード 

CPU コアを有効にする際に、本体に入力する文字列。コードワード通知書(本体装置購入時)もしくはコ

ードワード返却書(購入後の CPU コア追加時)に記載されている。 

 

EXPRESSSCOPE エンジン SP3  

本体装置内の電源、ファン、温度等、本体装置の状態監視や、管理用ネットワークによるリモートから

の本体装置の制御を可能するマネージメントチップ。EXPRESSSCOPE エンジン SP3 はシステム管

理用 LSI である BMC(Baseboard Management Controller)を用いて実現されています。 

 
WEB コンソール  

HTTP/HTTPSプロトコル経由でEXPRESSSCOPE エンジン SP3によるリモートマネージメントを利

用するための WEB ブラウザーとリモートマネージメント制御を行うためのコンテンツ。COPT 機能の

設定や確認を行う際に使用します。 

 

Dynamic COPT 

OS 運用中にコードワードを適用(CPU コア追加)した際に、OS が動作したまま CPU コアを OS に組み

込む機能。 

 

Static COPT 

コードワードを適用(CPU コア追加)した際に、追加した CPU コアをシステム立ち上げ時に組み込む機

能。OS 運用中にコードワードを適用(CPU コア追加)した場合は、次回のシステム立ち上げ時に組み込

まれる。 
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1. COPT の概要 
 

この章では、COPT の概要や COPT 関連製品情報、有効化キー製品の購入からコードワードを入手するま

での流れを説明します。 

 

1.1. COPT (Capacity Optimization)とは 

 
1個のCPUソケットに搭載されるCPUコアの数は、CPUの世代交代が進むにつれて増加していきます。

一方、アーキテクチャー上の制約から、本当に必要とするCPUコア数とは無関係に、必要なメモリ容

量や必要なIOスロット数によって、サーバ製品に搭載されるCPUソケットの数が決まってしまうこと

があります。 

Capacity Optimization (COPT)は、工場出荷時に必要なCPUコアのみを有効に設定して出荷するとと

もに、後日CPUコアが不足した場合には、CPUコア単位での1コア有効化キー(本体搭載出荷不可)を

ご購入いただくことによって、有効なCPUコアを物理的に搭載されているCPUソケットのコア数の範

囲内で増やすことができる機能です。 
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1.2. 対象となる本体製品 

 

製品型番 製品名 

NE3400-011Y NX7700x/A2010M-60  COPT 対応モデル (E7-4890 v2, 15 コア) 

NE3400-012Y NX7700x/A2010M-60  COPT 対応モデル (E7-4870 v2, 15 コア) 

NE3400-013Y NX7700x/A2010M-60  COPT 対応モデル (E7-4860 v2, 12 コア) 

NE3400-014Y NX7700x/A2010M-60  COPT 対応モデル (E7-4830 v2, 10 コア) 

NE3400-015Y NX7700x/A2010M-60  COPT 対応モデル (E7-4820 v2, 8 コア) 

NE3400-016Y NX7700x/A2010M-60  COPT 対応モデル (E7-4809 v2, 6 コア) 

NE3400-017Y NX7700x/A2010M-60  COPT 対応モデル (E7-8891 v2, 10 コア) 

NE3400-018Y NX7700x/A2010M-60  COPT 対応モデル (E7-8893 v2, 6 コア) 

 

 

1.3. 対象となる有効化キー製品 

 

製品型番 製品名 

NE3401-H010 1 コア有効化キー(本体搭載出荷専用) 

NE3401-H011 1 コア有効化キー(本体搭載出荷不可) 

 

[注] 本体工場出荷時に、１コア有効化キー(本体搭載出荷専用)をご購入された場合、ご購入された１

コア有効化キー(本体搭載出荷専用)の数だけ、有効な状態に設定して出荷されます。コアの割り当て、

コアの追加方式などの設定は、お客様にて実施いただく必要があります。 
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1.4. 有効化キー製品購入からコードワード入手までの流れ 

 

1.3 章「対象となる有効化キー製品」の 1 コア有効化キー(本体搭載出荷専用)および 1 コア有効化キ

ー(本体搭載出荷不可)を購入してからコードワードを入手するまでの流れになります。 

 

1．  本体装置購入時に 1 コア有効化キー製品を購入した場合 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

(*1) ‥ 6.2 章「コードワード通知書の見本」を参照してください。  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・本体装置 

・1 コア有効化キー(本体搭載出荷

専用) 

を購入 
・コードワード発行キーを決定 

・お客様の要求する CPU コア数に対 

応したコードワードを生成 

・コードワードを装置に適用 

・コードワード通知書(*1)を本体に 

添付して出荷 WEB コンソールでコアの割り当て、

追加方式を設定する 

お客様 NEC 

2 章 

本体装置 

コードワード通知書(*1)
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2．  本体装置購入後に 1 コア有効化キー製品を購入した場合 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

(*2) ‥ 6.1 章「コードワード申請書の見本」を参照してください。  

(*3) ‥ 6.3 章「コードワード返却書の見本」を参照してください。  

 

 

 

 

 

・1 コア有効化キー(本体搭載出荷 

不可) 

を購入 
・コードワード発行キーを決定 

・コードワード発行キーを記入した 

コードワード申請書(*2)を箱に入 

れて出荷 

コードワード入手。 

WEB コンソールからコアを有効化 

する 

お客様 NEC 

3 章 

コードワード申請書(*2)

コードワード返却書(*3)

WEB コンソールから本体装置の 

・個体固有番号 

・CPU 型番 

を取り出し、コードワード申請書

(*2)に製品型番と申請日とともに

記入し担当営業へ提出 ・コードワードを生成 

・コードワードが記載されたコード 

ワード返却書(*3)とコードワード 

申請書(*2)を返送 

コードワード申請書(*2)

3 章 コードワード申請書(*2)
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2. COPT 対応モデルのご使用前に 
 

この章では、COPT 対応モデルのご使用前に必要な設定をご説明いたします。 

 

2.1. コア割り当て、コア追加方式の設定 

 

WEB コンソールからコア割り当て、コア追加方式の設定・確認を行う必要があります。 

 

1． 対象サーバの WEB コンソールにログインします。 

 

2． 画面上のメニューより、「① キャパシティ」タブをクリックします。 

 

ヒント
 

モデル名は製品によって異なります。 

 

①  

③ 

② 
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3． 「② モード設定/Disable コア数」を確認します。  

 

 

 

 

 

 

 

Spare Core Optimization Mode Centralize 割り当て可能な CPU コアを若番の

CPU ソケットから集中的に割り当て

ます。 

Decentralize(初期値) CPU ソケット毎の割り当て CPU コア

数が均等となるようにコアを割り当

てます。 

Spare Core Configuration Mode Dynamic オンライン(サーバの電源オン状態)で

コア数を増やすことができます。 

Static(初期値) オンラインでコア数を増やすことは

できません。コア数を増やすために

は、システムを再立上げしてくださ

い。 

Disable CPU Cores 0(初期値) 有効になっている最大コア数から無

効にする(OS に組み込まない)コア数

を指定できます。 

Core Assign Mode Type1(初期値) Type1: コア割り当て時にCPUソケッ

ト毎のコア数を揃えません。 

Type2 Type2: コア割り当て時にCPUソケッ

ト毎のコア数を揃えます。(VMWare

使用時は Type2 を選択してください)

 

4． 各項目の設定を変更したいときは、「③ 編集ボタン」をクリックしてください。 

 

 

 

 

 

 

 
・NE3300-SV101 を購入していない場合には、MR と DIMM の実装は、コアの割り当て方

式としては集中モード(Centralize)に適した実装が行われていますので、 

「Spare Core Optimization Mode」の値を集中モード(Centralize)に変更して下さい。

・NE3300-SV101 を購入している場合には、MR と DIMM の実装は、コアの割り当て方 

式としては分散モード(Decentralize)に適した実装になっていますので、 

「Spare Core Optimization Mode」の値は分散モード(Decentralize(初期値))のままで

運用して下さい。 
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5． 設定を変更したい項目を選択、あるいは入力し、「適用」をクリックしてください。 

 

 

6． 設定が反映されていることを確認してください。 
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2.2. OS の初期設定 

 

Dynamic COPT 機能をお使いいただく場合は、COPT 用ソフトウェアのインストールと、OS の初期

設定を行ってください。Static COPT 機能をお使いいただく場合は必要ありません。 

また、CPU コアを Centralize あるいは Decentralize ではなく、CPU ソケットごとに自由に配置した

い場合は、COPT 用ソフトウェアをインストールしてください。 

 

COPT 用ソフトウェアは、以下の OS に対して用意されています。インストールの具体的な手順、設

定手順については、各 OS に対応する「COPT 機能利用の手引き」を参照してください。 

 

OS 「COPT 機能利用の手引き」 格納場所 

Linux (Enterprise Linux with 

Dependable Support) 

Enterprise Linux with Dependable Support の MC SCOPE 

CD メディアの RASMOD ディレクトリ 

Windows 
EXPRESSBUILDERのDVDメディアの005¥win¥captools

ディレクトリ 
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2.3. COPT 設定情報の保存 

 

WEB コンソールで行った設定を保存してください。 

 

1． 画面上のメニューより、「設定」タブをクリックします。 
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2． 左のメニューツリーから「バックアップ・リストア」を開き、「一括バックアップ・リストア」

をクリックします。 
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3． 「バックアップ」ボタンをクリックすると、バックアップ処理が開始されます。しばらくしてバ

ックアップ処理が完了すると、「バックアップ・リストア処理が完了しました」のメッセージが

WEB コンソール画面上に表示され、同時にファイルを開くか、保存するかのダイアログが起動

されます。この際、「保存(S)」ボタンをクリックして任意のフォルダ、ファイル名で保存してく

ださい。 

 

 

＊ ファイルのダウンロードがブロックされる場合は、EXPRESSSCOPE エンジン SP3 トップペー  

  ジのヘルプボタンより、注意事項→管理 PC 側の設定を確認してください。 
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3. 1 コア有効化キー(本体搭載出荷不可)をご

購入のお客様へ 
 

この章では、1 コア有効化キー(本体搭載出荷不可)をご購入のお客様に行っていただく操作をご説明いたし

ます。 

 

3.1.  コードワードの入手 

 

1． 『1コア有効化キー(本体搭載出荷不可)』をご購入された場合、コードワード発行キーが記載され

たコードワード申請書が納品されます。 

2． 対象サーバのWEBコンソールにログインします。 

3． 画面上のメニューより、「キャパシティ」タブをクリックします。 

4． コードワード申請書の申請日、製品型番（1.2章「対象となる本体製品」に記載の製品型番)を、

コードワード申請書の「申請日」、「製品型番」欄に記入します。 

5． 表示された CPU SKUを、コードワード申請書の「CPU型番」欄に記入します。 

6． 同じく表示された個体固有番号を、コードワード申請書の「個体固有番号」欄にご記入の上、担

当営業へお渡し願います。 

7． 後日コードワード返却書が納品されます。 

 

 

 

ヒント 
モデル名は製品によって異なります。 
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3.2. コードワードの適用 

 

コードワードの適用は、対象サーバの電源状態が、電源オフ、電源オンのどちらでも構いません。 

 

1． 対象サーバのシステム WEB コンソールにログインします。 

 

2． 画面上のメニューより、「① キャパシティ」タブをクリックします。 

 

 

3． 「② ライセンス数」表示欄に表示されるライセンス数を控えたうえで、「③ コードワード設定」  

ボタンをクリックしてください。 

 

4. コードワードの入力フォームが現れますので、3.1 章「コードワードの入手」で入手したコード 

ワード返却書に記載されているコードワードを入力フォームに入力してください。 

 

 

 

 

 

①  

③ 

② 

④ 
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5． コードワードを入力後、「④ 適用」ボタンをクリックすると「コードワードのインストールを実 

行しますか？」のダイアログが表示されるので、「OK」ボタンをクリックしてください。 

 

6． 成功すると「コードワードインストールとオンライン処理に成功しました」のダイアログが表示 

されるので、「OK」ボタンをクリックしてください。 

 

7． 自動的に下記の画面になります。「ライセンス数」表示欄に表示されるライセンス数が、3．で控 

えたライセンス数より 1 増えていることを確認してください。 
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3.3. コア有効化の確認 

 

2.1 章「コア割り当て、コア追加方式の設定」 3.で確認した『Core Configuration Mode』の設定によ

らず、電源オフ状態でコードワードを適用した場合、サーバの電源オンを行い、実際に有効コアが増

えていることを確認してください。 

電源オンを行い、OS が起動すると、以下の WEB コンソール画面で、有効な CPU コアと無効な CPU

コアの個数を確認することができます。 

 
 

2.1 章「コア割り当て、コア追加方式の設定」 3.で確認した『Core Configuration Mode』が『Dynamic』

に設定されている状態で、OS 運用中（電源オン状態で）コードワードの入力を行った場合、OS の運

用を継続した状態で有効化したコアが OS へ組み込まれます。『Core Configuration Mode』が『Static』

に設定されている場合は、OS の運用を継続した状態では、有効化したコアが OS へ組み込まれませ

ん。有効化したコアを OS へ組み込むために、OS を再立上げしてください。 

 

有効化したコアが OS に正しく組み込まれたかの確認は、以下に示す方法で行ってください。有効化

したコアが OS に正しく組み込まれたことを確認できましたら、続いて、システムで動作している各

種ソフトウェアが正しく動作しているかを、それぞれのシステムに応じた適切な方法で確認してくだ

さい。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 Linux の場合 
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以下のコマンドで現在 OS に認識されている論理プロセッサーの数を確認してください。この例

では、60 個の論理プロセッサーが OS に認識されています。 

Hyper-Threading が有効な場合は、OS に認識されている論理プロセッサー数が、コア有効化後

の有効コア数の 2 倍の数と一致していることを確認してください。Hyper-Threading が無効な場

合は、OS に認識されている論理プロセッサー数が、コア有効化後の有効コア数の数と一致して

いることを確認してください。 

 

 Windows の場合 

タスクマネージャーのパフォーマンスタブ内のコアと論理プロセッサー数の表示を確認してく

ださい。なお、タスクマネージャーは、Ctrl + Shift + Esc キーを同時に押すことで起動できます。 

 

コアに表示されている数が、コア有効化後の有効コア数と一致していることを確認してください。

また、Hyper-Threading が有効な場合は、論理プロセッサー数が、コア有効化後の有効コア数の

2 倍の数と一致していることを確認してください。Hyper-Threading が無効な場合は、論理プロ

セッサー数が、コア有効化後の有効コア数の数と一致していることを確認してください。 

# cat /proc/cpuinfo | grep processor | wc –l 

60 
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3.4. COPT 設定情報の保存 

 

2.3 章「COPT 設定情報の保存」を参照してください。 
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4. トラブルシューティング 
 

この章では、トラブル時の対応をご説明いたします。 

 

4.1. コードワードインストール時にエラーが表示された場合 

 

コードワードインストール時にエラーが表示された場合は、入力したコードワードが誤っているか、

もしくは適用する装置が誤っていることが考えられます。 

 

詳細は、WEB コンソールログイン後のページ右上にあるヘルプ→メッセージ一覧→キャパシティを

参照してください。キャパシティでのエラーメッセージ一覧を確認することができます。 

 

 

4.2. コアの OS への組み込みが失敗した場合 

 

2.1 章「コア割り当て、コア追加方式の設定」 3.で設定・確認した『Core Configuration Mode』が

『Dynamic』に設定されている状態で、OS 運用中にコードワードの入力を行ったにもかかわらず、

有効化したコアが OS 運用中に OS に組み込まれなかった場合、各 OS に対応する「COPT 機能利用

の手引き」の「コアオンラインが失敗した場合」の章を確認してください。 

 

OS 毎の「COPT 機能利用手引き」の入手方法については、2.2 章「OS の初期設定」を参照してくだ

さい。 
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4.3. コア数が出荷時の数量に戻ってしまった場合 

 

なんらかの理由で、コア数が出荷時の数量に戻ってしまった場合は、3.4 章「COPT 設定情報の保存」

にて保存していたファイルを使用して、リストア操作を行ってください。 

 

1． 対象サーバの WEB コンソールにログインします。 

 

2． 画面上のメニューより、「設定」タブをクリックします。 
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3． 左のメニューツリーから「バックアップ・リストア」を開き、「一括バックアップ・リストア」

をクリックします。 

 

 

4． 「① 参照ボタン」をクリックし、3.4 章「COPT 設定情報の保存」にて保存していたファイルを

選択します。 

 

① 
②  
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5． 「② リストア」ボタンをクリックし、リストアを行います。BMC のリセットが行われますので、

WEB コンソールを閉じ、しばらく待ってから再ログインを行ってください。 

 

6． 画面上のメニューより、「キャパシティ」タブをクリックし、設定されたデータが元に戻ってい

ることを確認します。 
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5. 注意事項 
 

この章では、COPT 対応モデルの使用における注意事項を説明します。 

 

5.1. Dynamic COPT 非対応 OS に関する注意点 

 

2.1章「コア割り当て、コア追加方式の設定」 3.で設定・確認した『Core Configuration Mode』が

『Dynamic』に設定されている状態で、OS運用中にコードワードの入力を行うと、運用を継続したま

まCPUコアを追加するDynamic COPT機能が動作します。Dynamic COPT非対応OSにおいてDynamic 

COPT機能が動作した場合、OSが不安定な状態になり運用停止となる可能性があります。Dynamic 

COPT非対応OSをご使用の場合は、必ず運用停止状態にてコードワードの入力(CPUコアの追加)を実

施してください。 

 

Dynamic COPT対応OSか否かは、各OSに対応する「COPT機能利用の手引き」の「1.2. 動作環境」

の章を確認してください。 

 

OS 毎の「COPT 機能利用手引き」の入手方法については、2.2 章「OS の初期設定」を参照してくだ

さい。 

 

5.2. COPT 設定情報の保存について 

 

2.3章および3.4章「COPT設定情報の保存」を実施すると、COPTの設定情報や入力されたコードワー

ドを含むWEBコンソールで行った設定内容をファイルで保存することができます。何らかのトラブル

によりCOPTの設定情報や入力されたコードワードがクリアされた場合でも、あらかじめ保存してお

いたファイルをWEBコンソール上でリストア(*1)することにより復旧することが出来ますので、

COPTの設定情報の変更やコードワードの追加を実施した場合は、必ず「COPT設定情報の保存」を

するようにしてください。保存されたファイルがない場合やファイルの情報が古い場合は、再設定が

必要となります。 

 

(*1) ‥ リストア操作は 4.3 章「コア数が出荷時の数量に戻ってしまった場合」を参照してください。 
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5.3. Clear BMC Configuration を実施する場合の注意点 

 

Clear BMC Configuration(*1)を実施すると、工場生産時の状態に戻り、COPTの設定情報や入力され

たコードワードを含むWEBコンソールで行った設定はすべて消去されます。また、コードワードも初

期化されすべてのCPUの有効コア数が0に変更されます。Clear BMC Configurationを行った際には必

ず、2.3章および3.4章「COPT設定情報の保存」で保存しておいたファイルをWEBコンソール上でリ

ストア(*2)してください。 

 

2.3章および3.4章「COPT設定情報の保存」で保存したファイルを紛失してしまった場合は、お手元

のコードワードを利用しての再設定が必要となりますので、コードワードは紛失されないよう、大切

に保管してください。 

 

お手元のコードワードを利用して再設定する場合、コードワード通知書に記載されているクリアコー

ドワードを入力し、コードワード通知書に記載されているコードワード→コードワード返却書に記載

されているコードワードの順序でコードワードを入力してCPUコアを有効化します。CPUコアを有効

化する作業が完了した後、2章「COPT対応モデルご使用前に」を実施してください。 

 

(*1) ‥ IPMI(Intelligent Platform Management Interface)でサポートしているコマンド 

(*2)  ‥ リストア操作は 4.3 章「コア数が出荷時の数量に戻ってしまった場合」を参照してください。 
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6. 付録 
 

6.1. コードワード申請書の見本 
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6.2. コードワード通知書の見本 
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6.3. コードワード返却書の見本 
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